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序
昭和54年から始まった勝山館跡の環境整備事業は、 20年余にわたって継続され、平成12

年度からは「史跡等活用特別事業ーふるさと歴史の広場」による整備が行われております。

今年度の事業では館の正面、大手の空壕を渡る橋や柵の復元整備などが行われました。

また、次年度には夷王山の麓に勝山館の概要を展観できる「ガイダンス施設jを設ける

こととしましたが、その内部には模型を置き、それを見ながら史跡を展望できるような工

夫をするとともに、目の前に広がる墳墓群の内部の様子が具体的に見られるような遺構展

示も計画しました。

幸いにして建物敷地内に火葬施設や火葬墓、土葬墓など夷王山墳墓群の特徴を示す幾つ

かの遺構が検出され、型取りをすることができました。計画の具体化が見えてきたように

思われるところです。

この間文化庁記念物課や本中主任調査官を初めとする関係機関と諸先生、上ノ国町史跡

整備検討委員会や勝山館跡調査研究専門員の各先生など多くの皆様から貴重なご指導、ご

助言を頂戴いたしました。深く感謝申し上げるところであります。

小さな町の私たちの微力な積み重ねにご理解を下さる多くの方々のご厚情を励みに、さ

らに継続して事業の推進に努めてまいりたく存じております。関係の皆様の変わらぬご指

導とご叱正を賜りますよう心からお願い申し上げます。

平成15年3月

北海道槍山郡上ノ国町教育委員会

教育長上野秀勝
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遺構確認調査

環境整備工事

調査区全景

調査区土層推積

遺構調査状況 1< 123号墓〉

遺構調査状況2<131' 133号墓〉

遺構調査状況3

〈土嬢2・124・134号墓〉

遺構調査状況4<124. 134号墓〉

遺構調査状況5< 126号墓〉

遺構調査状況6< 1号墓〉

遺構調査状況7< 135号墓 -土墳他〉

作業風景

遺構検出状況

ガイダンス施設展示型取墓域他

環境整備工事l

環境整備工事2
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調査区遺構配置図附図



I 調査の概要

， .調査にいたる経緯
史跡上之国勝山館跡は昭和1977年に国の史跡に
指定され、，79年からは環境整備事業を継続して

きた。2000年度からは史跡等活用特別事業による
整備事業を進めている。この事業の中にガイダン

ス施設の建設や模型、遺構の製作 (露出) ・展示

などの項目がある。

文化庁記念物課や史跡整備検討委員会の諸先生

からご指導を頂戴し、模型を見ながら史跡、を展望

し、展示遺構を展観して勝山館への導入に繋げる

という施設を計画した。

勝山館跡への来訪者は、従来から夷王山直下の

駐車場に車を止め、徒歩で背後から勝山館内に入

ることが多かった。そこには火葬施設や火葬墓、

土葬墓が点在し、その聞を縫うように散策路が通

っている。それらの典型例の幾っかを発掘して型

取りのうえ、その直上に再現したものを施設内に

取り込むことが基本となった。

2.調査位置
駐車場が位置する夷王山墳墓群第H地区では、

'99， '00年に園路整備に先立つ遺構確認調査を実
施した。また'89年には駐車場の舗装工事に先立
つ調査を実施していた。これらの調査により、現

駐車場と園路の聞には火葬施設や墳墓の存在する

ことが想定された。，00年検出の第115号墓の位置

を北西端にその南~南東方向でガイダンス施設の

対象面積300m前後の範囲で遺構の検出を期する
こととした。また、現駐車場をそのまま利用し、

そこから施設へアプローチできることも条件とし

て調査区を設定した。

3.調査方法

現駐車場をそのままガイダンス施設で利用する

という基本方針に基づき、調査区の長軸を現駐車

場の北東境界線に平行して設定した。このため

'89、，99、'00年の各調査区とは一部重複しなが
ら、軸線は異なる調査区の設定となった (第2

図)。 墳墓群第 E 地区園路1~lj から南西駐車場方向

に A ~ D ，園路沿いに北西から南東に 1 ~ 6の記

号を付した4X4mの調査区24区画を設定した。
なお、現駐車場面は盛り土造成されており、闇路

面とでは3mほどの段差があることから、崩落防
止のため駐車場に隣接するD列は壁に傾斜をつけ

た。このためD列各区の調査対象箇積は二分の一

以下となった(第3図)。

この調査区内にはII-1，2， 5号墓の3基が
分布調査時の踏査に基づき表示されていた。火葬

施設や火葬墓にはマウンドが失われ、地表面から

は看取出来ないものが多い。土葬墓にも見られる

ところであり、逆にマウンド状のものが自然地形

である場合もあった。

火葬施設や火葬墓は炭化材や人骨、副葬品など

をほぼ露出させた状態で調査を止め、型取りなど

を行うこととした。マウンドのあるものは、火葬

墓も含め可能であればその形状も型どりすること

にしたが、墓域主体部が直下に作られている時は

墓壌の再現を優先することとした。従って土葬墓

はマウンドの形状と墓墳の掘り方を表示し、棺内

の埋葬状況や副葬品を明示できるように調査を進

め、型取りをすることとした。

4.調査経過

5月中旬から遺構確認調査を開始した。

5 月中旬 ~ 6 月上旬 : 調査区南西界、 D . 3、

4区壁際に'89年度発掘調査区と同年検出の火葬
施設の一部を確認した。周辺の盛土層中から現代

の茶碗などが出土した。

115号墓を挟んで南西に十文字型の土墳を、北
東で円形の火葬土域墓2基、十文字型の土績を l

基検出した。何れも新規の発見である (後に

115， 123， 125， 136号墓としたloII-1号墓は
標識杭の南西に角釘列が検出されたが墓域等が不

明であった (135号墓とする)。
II-2号墓標識杭周辺では墓域等は検出されな

かっfこ。

II-5号墓はマウンドの南東端、下部に土撰墓
が確認された。調査区中央B.3区で火葬墓を検

出したが、土層堆積の観察中、下部に土葬墓が想

定された (124、134号墓)。 またこの北東A. 3 

区で焼土溜りが検出された。

6月中~下旬 号墓北西の火葬墓や火葬施設

(123、125、136号墓)等は何れもその l部が調
査区外に広がっていた。また、 l号墓南西の釘列

(135号墓)は性格が不明瞭で、展示は難しく、 2

号墓は墳墓とは認められなかったことから、火葬

墓群と 5号土葬墓の間に空白地帯が生じ、 5号墓

単独の展示では墳墓群としての纏まりを表示する

ことも不充分と思われた。このため、北及び北東

部に調査区を拡張することとした (あ1~ 6区、

第3、4図)。

5号墓北東の14号墓、 北の3号墓は土葬墓であ
ることが確認された。5号墓の西と14号墓の東に
も土葬墓が確認された(127、130号墓l0 II-4 
号墓は柱穴が確認されただけであった。l号墓標
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識杭の下で人歯が検出され(l号墓)、その東に

も土葬墓が検出された(126号墓)。

この結果、調査区の北西部に火葬墓ないし火葬

施設、北東部に土葬墓が纏まって検出された。

7月上旬:出来るだけ多様な種類の墓壌を型取

りして展示すべきとの文化庁記念物謀の指導を受

け、北東部の 3、5、14、127、130号墓の土葬墓

群5基と、北西部の125号火葬墓、火葬施設(136

号墓)の 2ブロックをその対象とすることにし、

型取りに着手するまで形状を保持するため、覆い

や、防水対策を講じ調査を中断した。

9月中旬 ・型取り展示対象以外の遺構の完掘と

調査区内を精査、完掘すべく調査を再開した。

10月~"月: 3号墓南で検出の土壌5、2号墓

標識杭下部で検出の土域6・7、115号墓西の焼

土i留り、土旗3を調査した。また、調査区西角の
133号墓を調査した。これは調査開始の初期に黒色

土の堆積として確認していたもので、崩落の危険

があり最後に調査することにしていたものである。

11月下旬:型取り作業の終了後に埋め戻しを行

い、撤収した。

5 .層序

勝山館跡、や夷王山墳墓群周辺の基本的な土層の

堆積は、 I層近現代の堆積層、 E層近世・江戸時

代の堆積層、 困層中世後期、勝山館時代(15. 16 

世紀)整地・堆積層、 N層縄文時代以降~勝山館

形成期直前期堆積層、 V層ソフトローム、 VI層ハ

ードロームとしてきた。H層下部にはKo-d
(1640年駒ヶ岳噴出)白色火山灰が含まれる。 W

層は10世紀降下の苫小牧(白頭山)-B-T m火山

灰層 (Nb)を聞に、その上下a、Cの3層に細分

し、 Naは擦文期、 Ncは縄文期に比定している。

本年度調査区中央を西から東に土塁が通ってい

る。この土塁は周辺を削平した土を積み上げ、さ

らに両側を溝状に掘り込み、その掘り上土を積み

上げ作っている。土塁の南西部には，89年の駐車
場造成に伴う発掘調査と造成のための整地盛り土

層、，55年頃夷王山祭り協賛の催事場造成整地層

などの堆積が見られる。土塁はこれら現代の造

成・整地層よりは古い。第3図中では近世とした

が幕末ないしは近代初頭とも推測される。

近世の堆積層は、駒ヶ岳火山灰の堆穏を目安と

した。埋葬後土墳墓の内部が腐朽し落ち込んで、

凹地上になったところに堆積する例が多く、遺構

検出の目安ともなっている。また、埋葬後にマウ

ンドが築かれるものが多いが、土を掻き揚げた跡

が墓旗を取り囲む円形の周溝状の凹地になり、そ

こに駒ヶ岳火山灰が堆積する例もある。この時、

第W層の苫小牧火山灰が一緒に掻き揚げられ、

駒ヶ岳火山灰の外側に残った層が、同心円状に広

がる場合もある。

W層上半からは擦文土器が少量出土した。また

縄文土器も出土した。

表1 調査区西壁C'5~ 1 区南北セクシ ョン土居観察表 (A~A' )
1 -1 lOYR2/2 粘質土主体 ハド泊1¥性
1 -2 7.5YR3/2 黒褐色 粘質土主体様位微Ht ややソフト やや湿性
1 -3 注記無し
日-1 10YR2/2 黒lI"J色 粘質土主体 Ko-dプロ yケ状有り ハド
n -2 7.5YR2/2 黒褐色 粘質土主体 Ko-d:.Vlil ややソフト やや湿性
IVa-l IOYR2I1 .w，色 粘質土主体 ソフト ンルト 炭栓f世_:u:
IVa-2 7.5YR1.7/1 黒色 粘12土主体 ややソフト やや湿性 炭松
IVa-3 7.5YR1.7/1 黒色 黒色土主体 ソフト ンルト

IVb-1 7.5YR3/2'2/2黒褐色 B-Tm ソ7 ト ンルト湿性
IVb-2 7.5YR4/4 褐色 B-Tm主イ*' ややソフト シルト 湿性
IVb'-1 7.5YR2/2 黒褐色 ソフト 湿性 炭位微量
¥1-1 7.5YR3/2 黒褐色 ソフトローム玉体混ざり無し ソフト t屈性
¥1-2 7.5YR3/2 黒褐色 ノフトロ ム主体混ざり蛭L ソフト温性(¥1-1)よりややHiiい
¥1-3 7.5YR3/2 黒褐色 黒褐色土主体混ざり無し ソフト

表2 調査区北壁01.C1 ・ B1区東西セクション土層観察表( B ~ B・)
1 -1 7.5YR3/2 黒褐色 粘TZ土玉体際粧徴lli: ややソ7ト やや湿性
1 -2 7.5YR2/2 黒褐色 ハ ドロム主体混ざり担し ノ7ト シルト
日 l 7.5YR2/2 黒褐色 ハ ドロム正体混ざり無L Ko-d多iil: ノフト シルト

皿 l IOYR3/3 日音褐色 ロ ム粒少量 官製粒微量 ややしまり有り
IVaーl7.5YR1.7/1 黒色 黒色土主体 ソフトローム ゾフト 炭粒
IVb-1 7.5YR4/4 褐色 B-Tm主体 ソフト シルト
¥1-1 7.5YR3/3 BZi褐色 BZi褐色土主体様粒ソフトロム ややソフト
¥1-2 7.5YR4/4 褐色 粘質土主体 ソフトローム ややハード やや密

133号墓 イ 7.5YR2/2 黒褐色 黒褐色土主体 ノ7ト 炭やや多ill:
ロ IOYR2/3 黒褐色 K-odやや多い やや箔 炭粒{世五t
ノ、 10YR2/3 黒褐色 ロ ム粒徴J'l， K -odl控量;
IOYR2/3 黒褐色 黒色士混じり ソフト 焼土粒1世 1{~

ホ 10YR2/3 黒褐色 ロ ム紡微量 K-odやや多い

焼焼焼宝土土石投粒夜微少亙量量一一炭一少一量

ノ¥ IOYR2/3 黒褐色 黒色土混じり K-od少量
ト 10YR2/3 黒褐色 黒色土混じり K-od (へ)より少し多い
チ IOYR2/1 黒色 ローム粒少量 K-od少量骨少量
10YR2/2 黒褐色 ロ ム粒少jit 11'少最 炭少fl( 焼土粒少足

5 
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1.中世墓
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調査区内から火葬墓 ( 115、 123~125号墓)

火葬施設 (131、133、136号岳が計7基、土葬

墓(1、/3、〆5、ユ4、126、土27、130、134、135

号墓) が 9 基検出された。 ' 83~ '85年に実施した

表面踏査による分布調査により、 1~ 5、14号墓

の6基が標識杭で表示されていた。調査の結果2、

4号墓は墓ではなかったが、他は新発見である。

また115号墓は'00年に調査済のものである。
一ーー一一~一一一ー一一ー一一一一一ーーーーー ーーー一"
3 . 5・14・125. 127 . 130・136号の 7基の各

墓は、ガイダンス施設内に展示するための型取り

作業を行ったので完掘していない。今年度はこれ

以外の完掘済みの遺構を中心に概要を述べ、次年

度に改めて全体を記述することにする (第4図)。

なお、各萎壊出土の遺物は平面図等と併載するよ

う努めたが、第18、19図にも実isIJ図等を掲載した。

またそれぞれの遺物一覧、同釘計isIJ値一覧、出土

銅銭名一覧を表13、14、22に示した。

第123号墓 (第5図) ・調査区北角で検出したo

A前面に炭化物の混じった黒色土が分布している。
炭化物は木片の砕片化したものが多い。加工材が

大部分だが自然木もある。禾本科植物なども焚付

材であろうか。数珠玉や銅銭が堆積層の比較的上

部に見られ、土域内の礁にも被熱したものがある

が、土療の壁や床面の熱変は明らかでない。土層

の堆積は面的な広がりを想定させるものであ り、

二次堆積の可能性は低いようである。

浅い土綴を掘り、それに燃料の木材を架け渡し

て組み上げ、棺を乗せ茶毘に付したと思われる。

拾 (集)骨の有無は明らかでない。土層の堆積に

乱れが少ないのは、そのまま埋葬したことを示す

ょうであるが焼骨が少なく断定できない。本選通一

宝などの銅銭1).キ文と砕片約40点 (第四図)が出土
戸-ー
」之町内無文銭が4枚ある。炭化した種子製の数

珠玉が53点あった。ムクロジか。母珠がl、小珠

が5点あ った。また半欠品が13点あった (第18

図)。 漆器の皮膜砕片がある。炭化米、やまぶど

うの種なども出土している。米は被熱で発泡した

ものもある。焼骨5.4gはサンプル採集土洗浄に

より検出されたものである。直接焼骨として取り

上げたものは含まれていない。釘は2寸弱のもの

が2点、他に欠損品が64点出土している (第18

検出遺構

図)。 墳底に浅い柱穴状のピットがあった。上部

の遺物や土層に乱れはなく後出のものではない。

ピッ ト内から検出された遺物等はない。やまぶど

うの種が出来るのは10月以降、熟すのは11月以降

である。火葬時期の目安には出来そうである。

をT第131号墓 (第6・7図 調査区北西部B

l区で検出した。 1x 1.5mほどの範囲に炭化物

の混じった黒色土が分布していた。その下位で東

西に長軸を持つ十文字型の浅い掘り込みが検出さ

れた。南北方向の掘り込みは130X35cm、東西は

165X35cmほどで深さは5~ lOcmほどである 。 墳底

は東西南北ともにほぼ水平で、北及西に若干傾斜

している。南北方向掘り込みの中央西壁に小柱穴

がある。銅銭、釘、炭 (炭化物)などが出土して

いる。サンプル土の洗浄で、焼骨小片26g余を得

た。検出された元豊通宝などの銅銭10枚余は副葬

品であろう (第19図)。釘は完品11点など89点が出

土した。 1.8~2 .3寸のものが使われている (第18

図、表14)。炭化物 (材)や遺物は東半交差部周辺

に集中する。十文字に交差する中央付近の上部で

茶毘に付され、そのまま埋葬されたものと推測さ

れる。小柱穴は上部を支える杭の一部であろうかo

d第133号墓 (第6・8図 調査区西角D. 1 
区で不整円形に黒色土の堆積が見られ、その下位

を精査して検出した。東西、南北に長軸を持つ浅

い掘 り込みが十文字型に交差した平面形を呈して

いる。南北方向の掘 り込みは195X45cm、東西方

向は 185 X 25~40cmほどで、やや南東部に寄 っ た

ところで交差している。掘り込みの深さは10cmほ

どで、底面はほぼ直線状を呈して交差部方向に幾

分傾斜し、交差部が一段低くなり 、径50、深さ 5

cmほどの円形の凹みを呈する。無文銭など銅銭4

枚が出土した。また、炭化米、不明種子、 58g余

の焼骨がサンプル土の洗浄で抽出されている。釘

は59点出土している。完品が2点あり、大きさは

2、2.2寸である。交差部中央~西に炭化物や遺

物が纏まっている。炭化物は種子の他に加工材と

自然木、禾本科植物の茎がある。自然木には柴の

類があり、禾本科植物とともに焚付用と推される。

南北方向掘り込みの、北半中央よりに小柱穴を検

出した。交差並立近で茶見に付されたと推測され

る。小柱穴は火葬時に上部を支えた杭跡の一部で

7 



あろうか。火葬後のオふよ集)骨については不明で

ある。交差部南西に径30cmの焼土溜がある。

第124 、 134号墓 (第 9~11 図 調査区中央

B.3、C.3区に，83年度設定の試掘溝(トレ

ンチ)がある。このト レンチの北東部に暗褐色土

が堆積し、南東側に白色火山灰が円形に堆積して

いた。北西部はトレンチで削られ、 一部欠失して

いた。白色火山灰の下位には暗~黒褐色土が堆積

しており、炭粒や焼土粒、骨粉などが含まれてい

た。堆積の長軸にあわせ、土層観察面を設定し、

掘り下げを行ったところ、その下半にロームブ

ロックを多く含み、堅い暗褐色土層と柔らかな黒

褐色土層の堆積があり、土葬墓の存在が推測され

た。第9・10図平面にピット状に表示した凹みは

下部の土域墓覆土の落ち込みに伴うもので、遺構

ではないと角平される。v第1崎墓 (第10図 南北に長い楕円状に炭
化物などを含む土層の堆積が想定された。墓墳の

形状や底面は下部に土旗があるためか明瞭に捉え

得なかった。副葬品は銅銭が洪武通宝、朝鮮通宝

など10枚である (第19図)。 釘が30点出土した。

完品2点の長さはl.6、l.8寸である (第11図下)。

サンプル土中から18g余の焼骨細片を抽出した。

炭化物は加工材と禾本科植物の茎である。焚付材

でもあろうか。下部の墓墳の凹みを利用して火葬

し、そのまま埋葬したものであろう。拾 (集)骨、

再葬は不明である。

札、/第134号墓 (第11図 第124号墓の下位に位置

する。墓墳の大きさは153x 130cm、深さ50cmtlど

である。覆土および釘の位置から棺の大きさは75

X65cmと推定した。長軸は共に南北方向である。

墓機嫌底壁際からも釘が出土している。また、墓

城南辺覆土上部から銅銭 (大観通宝)がER
記るー復興ム。
f 事 126号墓 (第12、13図 調査区北東辺、拡

/張調査区あ・ 3区で北東一南西に長軸を持つ165

X 125cm、深さ48cmの土墳が検出された。この北

東半から木質の付着した釘が出土し、その位置か

ら南北に長軸を持つ125X60cmの棺が想定された。

現存する釘の位置が示す、その高さは47cmで、ある。

皿層上面から掘り込まれており、棺を納めた後に

掘上土で覆い、掘上土中に含まれていた擦をその

上部に置いているようである。僚は棺の北側上部

に多いようである。構築直後はマウンド状を呈し

8 

ていたと恩われる。

棺内からは開元通宝など、銅銭7枚が出土した。

北東隅境底から 4枚纏まって出土した (第四国)。

その下位に繊維状のものが残存していたが、棺の

底板か頭陀袋などの一部かは明らかでない。釘に

は厚さ 2~2 .3cm ほどの板材が残るものもあり、

棺を釘留めしていることが分かる。釘の寸法は木

質が鋳着し、計測できないものもある。

第1号墓 (第14図 調査区北東部、 A、あ・

3区で検出した。II-1号墓表示杭の周辺で礁の

集積、駒ヶ岳火山灰の分布が見られ、墳墓の存在

が想定された。表示杭は当初調査区の北東界に位

置していた (PL.l0-l、2)。 その南東部で釘

列が検出され、それが1号墓に比定されたが(調

査終盤135号墓.としたH 調査区界東壁の土層観
察で墓域上の落ち込みが見られ、確認のため調査

区を拡張した。

平面調査では覆土の識別が出来ず、幾つかの土

層観察断面 (トレンチ)を設定し、遺構の確認を

したが捉え切れなかった。人歯列が見つかり、墓

域範囲の再確認を試みたが、 トレンチ部分は想定

とせざるを得なかった。土層図中、マウンド、イ

としたものはマウンド封土の掻き揚げで出来た周

縁の凹みに堆積したE層とすべきものかもしれな

い。また、土墳覆土には中央部 l、4、5、7な

どの柔らかな部分と壁際のロームブロ ックなどを

主体とする堅い土層の堆積が見られ、棺 (土城主

体部)内外の覆土の違いを思わせるが、セクショ

ン位置が遺構の端によっていること、平面的に掘

りきれなかったこと、釘などが出土していないこ

となどがあり、プランそのものも含め確定出来な

いところである。

j第135号墓 (第15図 調査区北東部A.3区

で検出した。表土を除去し、 N層上面を精査中、

長方形に焼土粒、炭粒などの混じる範囲があり、

釘列が検出された。遺構プランの確認に努めたが、

平面、断面ともに明瞭な掘り込みを捉えることは

出来なかった。通常の土壌墓では、棺の止め釘は

四隅周辺に多く集中しており、本例のように十数

本ずつがほぼ29"iJに平行する例はない。副葬品な

どもなく、棺や骨箱を納吃さ墓とl主断定て主な与、

ものであるが、墓番号は付すことにした。何れに

しても上部は削平されていると恩われる。
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平面図他第126号墓第12図

第123号墓土層観察表
123号基 イ 7.5YR2/2 黒悩色 謀総色土主体 ソフト密 炭粒焼土粒微量

ロ 7.5YR2/2 黒褐色 ，'l'¥褐色土主体ロ ム粒微量 ソフト 焼土粒微量
ノ、 7.5YR2/2 黒褐色 !豆褐色土主体 ローム粒 ソフト

7.5YR2/3 篠崎褐色 黒褐色土主体ロ ム粒火山灰微量 ややソフト 密 炭粒
ホ 7.5YR2/2 里褐色 炭化物主体全面炭粒 ソフト 焼土粒微量
J¥ 7.5YR2/1 黒色 黒褐色土主体全面炭粒 ソフト
卜 7.5YR2/2 黒褐色 ，'!!，褐色土主体ロム粒 ソフト 炭粒
チ 7.5YR1.7/1 黒色 炭化物主体 ソフト

7.5YR2/1 黒色 黒褐色土主体全面炭粒 ソフト (へ)よりしまり無し
ヌ 全面炭層
Jレ lOYR2/3 黒褐色 炭少量;
ヲ lOYR3/3 暗褐色 ソフトローム 炭少量
ワ lOYR3/4 8iJ褐色 炭微量
カ lOYR3/4 暗褐色 (ワ)より炭少し多い
ヨ lOYR3/4 aa=褐色 ローム粒微量 炭少量t
タ lOYR3/3 暗褐色 (Jレ)より少しザラザラしている 炭微量
レ lOYR3/4 暗褐色 ローム位微量 ゾフト
ソ lOYR3/4 n[f褐色 ローム粒 (レ)よりローム粒少し多い
。ノ lOYR4/4 褐色 ローム粒1鼓)7r

18 
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表4 第131号墓土層観察表
，-1 I IOYR3/3 B~褐色

イ I1OYR2/3 黒筒色

ロ 110YR2/3 黒褐色
ハ I1OYR2/2 黒褐色

ニ 110YR2/2 黒褐色
ホ I1OYR2/3 黒褐色

表5 第 133号墓土層観察表(A~A ')
1 -1 7.5YR2/2 黒褐色
田-1 10YR2/3.3/3 黒褐暗褐色
V-1 lOYR4/3 f~ぃ'iIi褐色
イ 7.5YR2/2 黒褐色
口 IOYR2/3 黒褐色
ノ、 10YR2/3 黒褐色

一 IOYR2/3 黒褐色ホ IOYR2/3 黒褐色
ノ¥ IOYR2/3 黒褐色
ト 10YR2/3 黒褐色
チ IOYR2/1 黒色
IOYR2/2 黒褐色

褐主体 ソフトローム
黒褐主体 ローム粒

黒褐主体 BーTm 骨少量
腎褐主体 BーTm
黒褐主体 B-Tm 
黒褐主体 ローム粒

ハ ドロム主体混ざり無し

ロ ム粒少量礁粒微量

黒褐色土主体
K-odやや多い
ロ ム粒微量 Kーod微量
黒色土混じり
ロ ム粒微量: K-odやや多い
黒色土混じり K-od少量
黒色土混じり Kーod(へ)より少し多い
ローム粒少量 K -od，Vlit 骨少量
ローム粒少最骨少jjt

表6 第 133号墓土層観察表2( B ~ B ')
133号墓 10YR3/1.2/1 黒褐黒色 灰混じり

2 IOYR2/2 黒褐色 m混じり
3 lOYR2/2 黒褐色 炭混じり BーTm少量i: 骨微量 (5)より少し
4 10YR3/3 B~褐色
5 lOYR2/1.1.7/1黒色 炭混じり 骨微量

6 10YR1.7/1 黒色 j長混じり 灰混じり BーTm少量
7 IOYR2/2 黒褐色 ローム粒微量

8 10YR2/3 黒褐色 ロ ム粒(7)より少し多い

9 IOYR2/3 黒褐色 ローム料金、)¥(

表フ第133号墓土層観察表3(C~C ' )
lお号墓 10YR2/3 黒褐色 ロ ム粒少:hi:炭混じり

2 IOYR2/3 黒褐色 Ko-d少量炭混じり
3 10YR2/2 黒褐色 炭混じり
4 lOYR2/1 黒色 iJa毘じり
5 IOYR3/1.2/1 黒褐黒色 JT<i昆じり
6 IOYR1.7/1 黒色
7 lOYR1.7/1 黒色
B 10YR1.7/1 黒色
9 lOYR1.7/1 黒色 j主?見じり

10 IOYR3/2 黒褐色
11 IOYR3/3 時褐色

12 10YR1.7/1 黒色
13 10YR3/3 時褐色

表8 第124号墓・ 134号墓土層観察表
llb-l 

114号事 l 10YR3/4 暗褐色 Ko-d 
2 10YR3/4 ni1褐色
3 10YR3/4 暗褐色
4 10YR2/3 黒褐色

5 10YR2/3 黒褐色 火山灰

6 10YR2/3 黒褐色 火山灰25%
7 7.5YR3/2 陥褐色

8 IOYR2/3 黒褐色 ロームプロ γク30% 骨粉微量;
9 10YR2/3 黒褐色 ロム粒

10 IOYR2/2 黒褐色 ローム粒微量

11 10YR3/4 暗褐色 ロームプロ γク20%
12 10YR2/3 黒褐色 ローム粒

13 10YR3/2 黒褐色 ローム粒少妖
l剖号事
堀リ方 A 10YR3/4 日音褐色 ロムプロ γク20%

B IOYR2/3 黒褐色 ローム粒徴:hi:

C 10YR2/3 黒褐色 ロームプロ γク15% ローム粒微量
D IOYR4/3 鈍い貨褐色 ローム粒

E IOYR4/3 f~い貨褐色 ロ ムブロック50% ロームf立
F IOYR3/4 ei}褐色 ロームブロック40%
G 10YR3/4 8i/褐色 ロームプロック20% ローム粒微量

H 10YR4/3 î~い貨褐色 ロームプロァク50%

I 10YR3/4 暗褐色 ロームプロック40%
10YR4/3 3唱し、lIi褐色 ロームブロァク 礁位

K 10YR4/4 m色 ロームプロック多い 基盤際少量

L lOYR4/3 î~い黄褐色 ロームプロァク 礁粒 (J)よりロ ム多い

M IOYR3/4 B~褐色 ロームプロ yク 際粒基盤際

N 10YR4/4.4/6 褐色 ロームブロック多い 基盤E壁際粒少lli:
O 10YR4/4 l~色 ロームブロック 基盤諜

P 10YR4/6 褐色 ロームプロァク多い

棺想定部 イ IOYR2/3 黒褐色 口 ムプロック少量ロム粒
口 10YR2/3 黒褐色 ロームプロック15% ローム粒微量
ノ、 IOYR2/3 黒褐色 ロームプロック15% ローム車主

一 IOYR2/3 黒褐色 ロームプロ γク10% ローム粒微量

ややハード
ややソフト

ソフト (イ)より少し明るい
ソフト

ソフト
ソフト

ソフト ンルト

ややしまり有り

ソフト

やや密

ソフト

ソフト
ソフト

やや粘り有り

やや密

ソフト

ソフト

ソフト

ソフト
ソ7ト

少し粘り有り

Ko-d 
ハド
ハード

ハード
ハード

ハード
ハード

ソフト

ポソポソ
ややソフト
ややハード

ややハード

ややハード

ハド
ゾフト

ややハード

ややハード
ややハード

ややハード
ハード

ややハード

ややしまり有り

ハード

粘土質

粘土質
粘土質 ベタベタしている
ソフト
ややソフト

ややソフト
ややハード

炭粒

炭粒

炭やや多量

炭粒微量

焼土粒微量

焼土粒微量

焼土粒少量炭少量
炭少五t焼土粒少五[

炭少量

炭微量;
炭微量

1A.之;な焼土主主徴)i(

灰少量

尻

灰多い

炭多い
炭多い

炭少量;

炭少量
炭多乱一

炭少苅i

焼土粒1最古i
炭粒極少lli: 焼土粒

炭粒5% 焼土粒
炭粒10% 焼土粒
焼土粒極少量
焼土粒微量

炭粒少量; 焼土粒30%
炭粒

長粒5%壇土粒産11"，大
焼土粒釘含む

焼土粒

炭粒少量
炭粒f蹟::j'(

炭粒f畳i込

炭粒少量;
焼土粒微量

炭粒少量

焼土粒炭粒少量

炭粒少量

炭粒微量

炭粒微量
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ホ JOYR2/2 黒褐色 ロームプロ yク ローム粒!~量 ややソフト 粘性
/¥ 10YR2/2 黒褐色 ローム粒1世量 ソフト 粘性

ト JOYR3/3 ng:褐色 ロームプロァク ローム粒少量 ややハード
チ 10YR2/3 黒褐色 ローム柱 ロームプロック少量 ややソフト 焼土粒少量

JOYR4/4 褐色 全面ローム ハード

ヌ JOYR2/3 黒褐色 ローム粒微量 ソフト
jレ 10YR3/4 Il~褐色 ロームプロァク50% ややハード

ヲ 10YR3/4 暗褐色 ロームブロック40% ややソフト

ワ JOYR2/3 黒褐色 ロームプロγクやや多い (チ)より少しロームプロァク多い 焼土粒
カ 10YR2/3 黒褐色 ローム粒い ソ7ト 焼土粒少量

表9 第126号墓土層観察表(A-A')
棺内 イ 10YR3/2 巣褐色 際粒少量ロ ム粒少:hl ややソフト 焼土粒少量炭微量l

ロ 10YR4/4 褐色 ローム粒多い 炭少量
ノ、 1OYR3/3 Hi}褐色 諜粒少量; ローム粒多い BーTm少量 (イ)より少し粘り有り 焼土粒少量炭微量

一 10YR3/3 s1}褐色 喋粒少量 ローム粒多い 焼土粒少量炭微量
ホ 1OYR3/2 黒褐色 官製粒微量 ソフト 焼土粒微量炭i世iii:
J¥ 10YR2/3 黒禍色 際粒 やや粘質土 焼土粒微量炭微量
ト 1OYR2/2 黒褐色 際粒 ローム粒少量 ややソフト 焼土粒炭微量

チ 1OYR2/2 屯褐色 喋粒 ソフトローム少量 (ト)よりソフト 焼土粒微量炭微量

10YR2/2 黒褐色 喋粒少量; ローム粒少量 ソフト 焼土粒徹量炭微量

棺外 1OYR3/2 黒褐色 ロ ム粒やや多い やや粘り有り 炭少量

2 10YR3/2 黒褐色 ロ ム粒少量 ややソフト 炭微量

3 1OYR4/4 褐色 ローム粒多い (1)より粘土質 炭少量
4 10YR2/2 黒褐色 ローム粒少最 やや粘り有り 炭1世li(

表10 第126号墓土層観察表(8-8')
1-1 1OYR2/3 .!'g褐色 草根
ll-1 10YR2/3 黒褐色 穣粒微量

ll-2 1OYR2/3.3/3 県椅 aJ}褐色 際粒微量 (llー 1)より少し明るい
ll-3 10YR2/3 黒褐色 喋粒微量; ローム粒微量 Ko-d少量;
回一l 10YR2/3.3/3 盟掲 Hti褐色 際粒微量 Ko-d少量
WAーl1OYR2/3 虫褐色 際粒微量 ローム粒微量

WA-2 10YR1.7/1 虫色 ソフト

WB-l lOYR1.7/1 IH色 B-Tm多い
V-l 10YR3/3 118'褐色

116号事 1OYR2/3 'I!.褐色 ロ ム校微量

2 10YR2/3 黒褐色 (1)よりローム粒少し多い 炭微量

3 1OYR3/4 H青褐色 ローム粒多い諜粒少量 ややハード

4 1OYR2/3 [n悩色 ローム粒少量諜粒少量 ややソフト

5 1OYR3/4 u;r褐色 (3 )と同じ
6 1OYR2/2 唱補色 ローム粒少量際粒少量 ソフト

7 1OYR2/2 :l.~褐色 ソフトローム少量 炭微量

8 10YR2/2 唱褐色 ソフトローム少量際粒微iii:・ 炭微量

9 1OYR2/3 黒褐色 ロ ム粒少量際粒少量 ややLまり有り
10 lOYR2/3 .'J!，!l3色 ローム桂 際粒 (7 . 8)よりローム粒多い
11 10YR4/3 S唱し、1町侶色 全面やや粘質 炭少量

12 1主記無し
13 10YR2/3 唱褐色 ローム粒少量 際粒少量 B-Tm少量 ややしまり甚L 炭微量

14 1OYR3/4 H苦褐色 際穣粒粒少量 粘土
15 10YR3/4 日昔褐色 (J4)よりソフト

表11 第 135号墓土層観察表(A-A')
I，AVD今月 l信裕色 11暗褐色土主体 混ざり理L ソフト Lまり証し

日音褐色 IRilr褐色土主体 混ざり無L ややハ ド しまり有り

'A褐色 IKo-d多量際粒
3 I 1OYR3ノ ß~褐色 Is:J侶色上主体様粒

ソフト |謹少量焼土粒
ソフト

表12 第 135号墓土l冨観察表(8-8')
I，AVD今月今月 累褐 U~褐色 I ß~褐色土正体際粧少hl ローム粒 ソフト 友荘

黒柱i色 IB-Tm混じり ンルト ソフト

E黒褐色 IKo-d多量礁粒 ソフト 炭粒少量焼土粒
黒褐色 |ローム粒 ソフト 炭粒微量

黒褐色 | ソフト (ロ)よりやや8~い 炭粒
暗褐色 I ag褐色土主体際粒 ソフト 炭粒

8~褐色 IRil'褐色土主体ロム ソフト 炭粒
8S:筒色 |暗栂色土主体 ローム ソフト 炭粒
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表13 墓嬢出土遺物一覧

4
1
「
1
1
1
1
1

出!
尻 化 物 遺 物

人
力日 自 禾 ~ 

子不明種

発炭 E十 主主 銅

工 安た 本 ど 泡化 メ阿2司

材 木 i 科 つ 状物 主T /銭
第マ 数量 I 34 2S' 5 70 66 日 j
I 123 重量(g) 2173.3 0，1以手j 。ーレ 0.3 I 0.1以下 / 0.1以下 2177.9 5.4 89.7 2ム
¥号

樹皮 1 、ー
発泡炭化 悔tぜ基

備

--------

f寸プロァク 2種 米他 小片2.7 完品2 細砕片

総採取量
4犬31固 "'40片 母珠 l 

小珠 5 

185.55kg 考 完品 34

を第
数量 89 

重量(g) 105.6 105.6 26.1 177.5 

墓
備

小片21.4g 完品11 細片13

総採取量
細片 4.7g i&解粒9粒

56.95kg 考
( 

持V 数量 B粒 10片 18 59 

133 重量(g) 2507.4 白¥ 0.8 41.9 2.2 9.0 2563 58.4 64.1 
号

U 茎節 付プロァク状 大型桂子 発泡炭化
基
i耐

米他 完品2

総採取量

95.35kg 考

脅一3¥ 、数量 ¥ 30 

争7 重量;(g) 41.1 3.9 45 18.5 64.8 \、~

ー----

基ー
備

小片13.3g 完品3

総採取量 細片黒4色5g) 
民1tl

314.85kg 言修d O.7g 

第 数量 7 (4) l 

134・重量(g) 0.6 0.6 5.6 
号

墓
{桔

総採取hl

120.80kg 考 /¥ 

百~J 数量 5 21 7 

126 重量(g) 2.8 2.8 0.2 61.2 
J 

号

基
11， 

小片

総採取量

考

第 e 数量 l l 

重量(g) 0.6 0.1以下 0.6 
号

小片
墓 備

細片

総採取量;

61.55kg 考 〆ーー、、

第 数量 47 

135 I 重量(g) 0.3 0.3 田6
号

基
備

完品2

総採取量

34.20kg 考

総計採取量 総数量 34 28 2 18 89 12 (4) 313 42 53 

869.25kg 詑重量Ig) 4831.7 1.2 4.8 42.2 。 2.2 13.2 4895 114.2 508.9 。 2.1 

。，
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表14 墓境出土角釘計測表

火 葬 主主

三共
第 123 号基 第 131 号墓 第 133 号基 第 124 号墓

長さ rt 厚さ 重量 計 長さ 巾 厚さ 重量 長き 厚さ 重量 言| 長さ 厚さ 重量 言|
(mm) (mm) (mm) (g) (点) (mm) (mm) (mm) (g) (点) (mm) (mm) (mm) (g) (点) (mm) (mm) (剛) (g) (点)

二 寸 三 分 69.70 7.8 6-9 3.2-5.2 3 

とフとロ・ 二 寸 二 分 66・67 5・7 5 4.9-5.5 3 66 8 7 6.3 l 

二 寸 一 分 62・64 7 6・8 3.2-6.1 3 

寸ー 59・61 5 4・5 3.3-3.8 2 60 6 6 4.5 l 60 4 5 3.0 l 

口口口 一 寸八分 56 9 7 3.0 l 55 6 6 8.1 I 

一 寸六分 46 5 5 1.8 I 

言1 2 11 2 2 

先端部欠損品 (54・56) 5 6 5 (1-4.1) 2 ~刊)I (5-9) I (4-8) I (川~Iω 幻)I ( 4 . 5) I ( 3 . 4) I (j .0 ' ) 川 ~](40-64)1 (5-7) I日 8川川 7
その他欠損品

01  ~I 
出土点数言I(点) 4も| ~I ~ 30'1 

土 葬 主主 制む

三三塁
第 134 号墓 第 126 号墓 第 135 号 一基 合 言l'

(ロ)
(イ+ロ)

長さ け1 !享さ 重量 長さ 巾 厚さ 重量 言十 長さ 厚さ 重量 小言| 考
(叩) (mm) (mm) (g) (点) (mm) (胴) (mm) (g) (点) (mm) (mm) (mm) (g) (点)

二 寸 三 分 。 二寸 三 分

(55) (38) は

jC 二 寸 二 分 62.64 6 7 5 7 12.7'4.1 2 
。 会| '7±じ・ 二 寸 二 分
長

二 寸一分 2 二 寸 一 分
( ) 

寸 。 lま 寸

1に1711 一 寸八分 。 欠損 口口同 一 寸八分
ロロ口

一 -、t:;ハL フ八丁 。 一寸六分

言| 。 。 2 2 言|

先端部欠J員品 (47) (8 ) (6 ) (3・4) i |除回!B日~日~山川 ~I ~ 9 先端部欠損品

その他欠損品
01  ~ 64 その他欠損品

出土点数百十(点) 7 2'1 iレ 47叶 75 出土点数総計(点)

(イ)

ノl、計

3 

4 

3 

4 

2 

I 

17 

244 

3 

4 

5 

4 

2 

l 

19 

30 

270 

319 



2 土壊、 焼土

土境2 (第16図調査区中央B.2、3区で
検出した。134号墓の北に位置し、墓域より古い。
土層図イ ~へにある少量の駒ヶ岳火山灰やソフト

ロームを含む黒~黒褐色土の堆積があり、土旗を

想定し調査した。ソフトロームを含む暗褐色土層

がその下にlOcm弱の厚さで堆積し、嬢底にいたる。
この下位土層中には基盤に含まれる扇平な角礁が

見られる。畷底が長軸中央で一旦立ち上がってお

り、擦もそれぞれに集まるようであり、 2基の土
墳の切り合いかと推される。南東半の l基の南西

壁が134号墓や近代?の溝、，83年のトレンチなど
で壊され、形状をあいまいにさせているようであ

る。覆土中からの出土造物もなく、性格は不明で

ある。

焼土 3~5 、 土療 3 ・ 8 (第16図調査区中
央北部A.2、3区で焼土溜りを検出した。焼土
4、5はN、V層を掘り込んだ浅いピット内に堆
積している。ピットの底や壁に被熱の痕は見られ

ない。3は上面観察では小範囲の分布と捉え固化
しているが、土層の断面観察からは焼土粒や炭粒

がさらに広く分布していることが分る。4の周縁

部と推される。

焼土i留りの土層断面を観察中、その下部で土綴
3、8が見つかった。3は70X95cmの隅丸方形で
深さは30cmほどである。覆土上半部は軟らかい暗
褐色土からなり、下半、北壁よりにロームブロッ

表15 土犠2土層観察表 (A~A')
土城2 イ lOYR1.7/1 '1主色 ソフトロ ムf控益

口 10YR2/2 ~褐色 Ko-d少量
ノ、 10YR1.7/1 ，IJ~色 Ko-d少量

クや磯粒混じりの堅い褐色土が堆積する。壊底に

小柱穴がある。8は土層断面に覆土状の堆積があ
りプランを想定したものである。3、8ともにB-Tm
層の下部にある。

土墳 5 (第17図調査区東あ、 A.5区で基
本土層の観察中、 V層中に黒 ・暗褐色土の堆積が

あり、精査し土壌とした。 1x l.5mほどの長円
形で深さは15cmほどである。覆土中に少量の焼土
粒や炭粒が見られた。南西半に覆土を掘り込む浅

いピットがあり、硬く粘性のある覆土中に若干の

焼土粒や炭粒が含まれている。本来の掘り込み面

は更に上かとも推測されるが不明である。

土療6、7 (第17図調査区北東、あ、 A・
4区で基本土層の観察中に検出した。
土域6はV層を掘り込み面とし、 B-Tm:kLlJ
灰が上面一部を覆う 。覆土は柔らかな暗褐色土と

粘土質の硬い層とが入り混じった堆積となってい

る。土城7と重複するが、トレンチの位置とも重な

り、北部の形状を捉えられなかった。7より新しい。
土墳 7もV層を掘り込み面としている。北側覆

土の上部には E層が堆積する。覆土は上部中央に

硬い粘土層がやや厚く堆積し、その下、中位は柔

らかな暗・黒褐色土、下部は密な粘質土層の堆積

と大きく捉えることが出来る。南側上部に僅かに

焼土粒が見られる。底面は中央が一段下がり、小

さなステ ップ4犬をなしている。
6、7ともに遺物などの出土はない。

ソフト 炭少量
./7卜 炭少iii焼土粒少量
ゾフト 炭少量

一 10YR2/3 黒褐色 Ko-d少量 (ロ)よりメフトローム多い やや粘り有り 炭少iu:
ホ lOYR2/2 !H.褐色 Ko-d少量 ソフ トローム少量 (イ)よ りj， し粘り;有り 炭少量;
/¥ lOYR2/2 黒褐色 ローム桂 ソフ ト 炭やや多い焼土粒
ト lOYR3/3 aj}褐色 ロームr比じり (ホ)よりハード 炭少五l焼土粒少量
チ 10YR3/3 II:}褐色 粘土混じり ややハード 炭少量
10YR3/3 n~褐色 ローム;見じり (ト)より少しソ7ト 炭少量焼土粒少量

ヌ 10YR3/3 日昔褐色 ソフトローム多い やや粘土質 炭少量
Jレ 10YR3/4 11音褐色 ソフトローム多い 粘土質 炭少JJi:焼土粒少量;

l剖号事 あ 10YR4/3 i，[い黄褐色 ロ ムプロyク多い 炭少)IC

表16 土犠3 ・ 8土層観察表 (A~A')
Na-l 10YR4/3 鈍い貰褐色 際粒少五i
Nb-l lOYR7/2 î~い積極色 全面火山灰
V-l 10YR3/4 時褐色 諜粒少量 、ノフ トロ ム ややソフト
V-2 10YR4/3 鈍い黄褐色 際粒 ややソフト
V-3 10YR3/4 H音褐色 際粒多い ハー ド粘土質
VI -1 lOYR5/6 黄褐色 際粒少量ハドロ ム

焼土3 l lOYR4/6 褐色 度合量(大山医が壇けたよう)
2 lOYR4/3 鈍い黄褐色 際粒 焼土粒少量
3 10YR4/4 褐色 際粒 ローム粒少量 (2 )より粘土質 埠土粒やや多い 最少量
4 10YR3/2.3/3 黒絡暗褐色 際粒 ポロポロしている 員提じt) 焼土粒少量
5 lOYR5/6 前褐色 量m'i.置.1*山府軍tt:釧

土墳3 イ lOYR7/3 鈍い賞燈色 全面BーTm
ロ lOYR3/3 H;j褐色 際粒少量; キE
ノ、 lOYR3/3 l暗褐色 様粒少量 ローム粒少:hl ややハード

一 lOYR3/3 
l情褐色 際粒 ソフト

ホ lOYR3/4 l情褐色 際粒 ややハード
J¥ lOYR4/4 褐色 際粒多い 基盤諜 ロームプロッ7
ト lOYR4/3 î~い黄褐色 際粒ローム粒 B-Tm~J:iIl:
チ lOYR4/3 鈍い黄褐色 E軍粒多い粘土 砂混じり ザラザラ Lてハー ド
') lOYR4/3 ~~い黄褐色 諜粒ローム粒 ハード

土繍8 あ lOYR4/3 f4!い黄褐色 際粧粘土混じり ハド
し、 lOYR3/4 n;i褐色 際粒 ローム粒やや多い (う)よりハード
ワ lOYR3/4 E音褐色 礁粒少量lローム粒少量; ややソフ ト
え、 lOYR3/4 日音褐色 際粒やや多い 粘土混じり やや粘り有り
お lOYR4/4 褐色 際粒少量 ローム粒 ややソフト
地、 10YR4/4 褐色 際粒ややや多多いし 基盤際 粘土混じり ハード密
き lOYR4/3 Hい黄縞色 際粒ゃ 、粘土混じり ハード密

焼土 7.5YR4/6 褐色 全面焼土
2 7.5YR3/4 IIff褐色 ソフト 燦土粒やや多い
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表17 土境5土層観察表(A~A')
V-l、210YR4/6 褐色 際粒少j止 ハド粘土質

土械5 イ lOYR2/3 黒褐色 際粒微量; ロ ム粒少量 ややしまり有り 焼土桂微量
口 10YR3/4 暗褐色 E軍粒微量 ローム粒 ややハード ややしまり有り 焼土粒
ノ、 lOYR4/4 褐色 E聖粒微量 ローム粒やや多い ハード粘土質 炭位微量

一 10YR2/3 黒褐色 際粒微量 ローム粒少量 ややソフト
ホ lOYR3/3 暗褐色 際粒微量 ローム粒少量 ややソフト
ノ¥ 10YR3/4 H~褐色 際粒微量 ローム粒少量 ややソフト
ト 10YR3/3 Bi}褐色 際粒微量 ローム粒少量 (ヌ)より少しソフト
チ lOYR3/4 -4/4 陪褐褐色 直撃粒微量 ローム粒 ややハード
lOYR4/4 -4/6 褐色 際粒微量 ローム粒 ローム混じり ハド粘土質 焼土粧

ヌ lOYR4/4 褐色 際粒微量 ローム栓少量基盤際少量 ややしまり有り
jレ lOYR4/4 褐色 際粒微量 ローム粒少量 ややしまり有り
ヲ lOYR4/4 -4/6 褐色 際粒微五， ローム粒少J'l( 基態蝶少lIC ハードややLまり有り

表18 土境5土層観察表(B~B ')
土機5 イ lOYR3/3-3/4 B~褐色 際粧少量ロ ムプロック ややハ ド

ロ 10YR3/3-3/4 暗褐色 際粧少量; ローム粒 ややソフト
ノ、 lOYR4/3 鈍い黄褐色 諜粒少量 ハード粘土質 焼土粒少量;

一 10YR4/4 褐色 際粒少量 ハド粘土質
ホ lOYR3/3 暗褐色 際粒少量 ローム粒少量 ややハード
ノ¥ 10YR3/4 暗褐色 際粒少量 ハド粘土質
ト lOYR3/3 暗褐色 際粒少量 ローム粒少量 (ホ)より粘り有り
チ 10YR4/3 鈍い&1白色 際粒少五t ハド粘土質

Pit18 あ lOYR3/3 I暗褐色 際粒少量 ややソフト 焼土粒
し、 lOYR2/3 黒褐色 際粒少量 ローム位

ヲ 10YR3/3 暗褐色 際位少量 ローム粧 (い)より少し粘り有り
え、 lOYR3/4 暗褐色 際粒少量 ローム粒 ややハード
お lOYR4/4 -4/3 褐鈍い貨褐色 際粒少量 ローム粧多い ハード粘土質ややしま1)有り 焼土位少111:
か lOYR3/4 暗褐色 0!粒少量 ローム桂少量 ややしまり有り
き 10YR4/3-4/4 î~'、黄禍褐色 際粒少量 ハド粘土質 焼土栓i世t1
〈 lOYR4/4 褐色 際粒少五t ハード粘土質 炭粒1佐lit

表19 土壊フ土層観察表(A~A')
ll-l lOYR3/4 暗褐色 礁粒ロム位 ややソフト ポロポロ
V-l lOYR4/4 -4/6 褐色 際粒 Ko-d少lli: ハド粘質
V-2 10YR4/4 褐色 ロ ムプロァク多い 黒色土少し混じり ややハード

土繍7 lOYR4/4 褐色 ソフトロ ム ロ ムプロック多い

2 10YR4/3 î~い1Ii 1&色 ローム粒多い ロームプロック少量; ノフト

3 lOYR4/3 î~い賀補色 ロ ム粒少量 ノフト
4 lOYR4/3-4/4 鈍い黄槌褐色 ローム粒少量 ロームフロック多い 明色上少量 ノフト

5 lOYR4/4 -4/6 褐色 ロ ムプロック多い ややハード粘土質
6 10YR4/3 î~い JIi褐色 ローム粒 ロームプロヅク少五l 黒色上少i止 ややゾ7ト

7 lOYR2/3 黒1<)色 ロ ム粒少量 ややソフト 炭粒f自主l
8 10YR3/4 n~1白色
9 IOYR4/4 褐色 ロームプロック多い 黒色土少し混じり (6 )より粘り布り
10 10YR3/2 里褐色 ローム栓少量 ノ7卜

11 IOYR3/4 暗褐色 ローム粒少量 ややソフト

12 10YR4/6 褐色 1<)色ロ ム虫色上少し混じり 際粒微iii: (]3)より少しソフト 粘土質
13 IOYR4/6 1&色 褐色ローム :n色上少し混じり 際粒微ill: 粘土質管
14 10YR4/6 褐色 ロ ムプロ yク多い ややハード粘土質
15 IOYR4/4 褐色 ロームプロッデ多い ややハード粘土質
16 IOYR4/6 褐色 1&色ローム ，IH色士少し混じり 粘土師

表20 土婿ア土層観察表(B~B ')
V-I IOYR4/4 褐色 際粒基盤際石 ハド粘土質

上横7 IOYR4/6 褐色 際粒 ハード粘土質
2 lOYR4/4 -4/6 褐色 E軍粒 粘土質 (])より粘り有り
3 IOYR4/6 褐色 際粒 粘土貸 しまり有り 焼土粧

4 IOYR3/4 BIi褐色 様粒ロムプロ γク多五l ハード笥

5 IOYR4/3 鈍い&1日色 際粒 ローム校多い 少しポロポロしている

6 IOYR4/6 褐色 球粒少量 粘土質 少しベタベタしている
7 IOYR4/6 褐色 際粒 ハード枯上質 (6)よりしまり有り
8 IOYR4/6 1&色 際粒 ソフトローム

9 IOYR4/4 褐色 諜粒 ソフトローム 粘り有り
10 
11 lOYR4/3-4/4 î~' 、策侶褐色 穣粒 ソフトローム 法然様少雨 (3)よりソフト粘土質粘り有り

表21 土壊6土層観察表(C~C')
lVb-1 lOYR 全面B-Tm
V lOYR4/4 褐色 際粒基盤礁石 ハド粘土1r
羽-1 lOYR4/4 褐色 際粒ハドロム

土城6 イ lOYR3/4 B~褐色 様粒基盤際少il1: ロ ム粒少量 Ko-d少員; ややゾフト
口 IOYR4/3 î~い黄褐色 際粒 ローム粒多い ややハード
ノ、 lOYR4/6 褐色 際粒 ハード粘土貸 しまり有り

一 10YR4/4 m色 型車粒 ローム粒 ロームプロ yク やや粗
ホ IOYR3/3 暗褐色 際粒ローム粒 ややしまり有り
ノ¥ lOYR3/4 暗褐色 官製粒 ローム粒 ややしまり有り
ト lOYR4/3-4/4 i心、黄禍褐色 際粒 ソフトローム 基盤際少量 (J])より少しもろく粗
チ IOYR4/4 -4/6 褐色 際粒ロームブロ yデ ノ、ードザラザラ砂っlれ、

IOYR3/4 Bi}褐色 際粒ロム粒ロムプロック (9)よりロームプロック多し、 ややしまり有り
ヌ IOYR4/4 -4/6 m色 際粒 ハード粘土質
Jレ IOYR4/4 褐色 際粒ロ ムブロァク多量 ハード粘土質

土績7 3 10YR4/6 褐色 礁粒 粘土質 しまり有り 焼土栓

11 10YR4/3-4/4 î~い煎褐褐色 際粒 ソフトローム 悲挽際少舟 (3)よりソフト 粘土n粘り有1)
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3 その他の遺構・遺物

近世~近代の土塁 :調査区中央B. 1、C. 1 

境界からA.6、B. 6区方向に高さ 1m、幅2

~ 3mの土塁が続いている 。 墳墓群第 E 地区から

第I地区を経、更には八幡牧野の東境を画して南

へ続いているものである。幕末~明治期に畑地へ

の放牧馬の侵入を防ぐため、練漁の閑散期に雇い

の漁夫を動員して作られたと伝えられる。またそ

の頃、松前氏に関わる土地の区薗を明示したとの

伝えもある。一部勝山館跡揚手付近にもあり、江

戸時代以降のものと判明している。

本調査区内では、この土手を築くために南西部

を削平してその土を積み上げ、更にその両側を溝

状に掘上、土を積み上げている。

また、 1955年代以降、夷王山祭りの協賛行事がこ

の付近で催され、それに伴う整地盛り土も行われ

ている。本調査区南西部で、遺構の残存状況が悪

いのはこれらの削平によるものと推される。

縄文土器 (第18図) : 1は調査区東、 A. 5区、

第V層上面から一括出土した縄文時代後期の深鉢

形土器である (PL.ll)。口縁部が打ち欠かれ、

欠失する。口縁部文様帯と頚部文様帯を刺突列で

画し、その下と、胴部との境に凹線を廻らして頚

部文様帯を画している。刺突列の上部は丁寧に磨

かれ無文をなすが、欠失しているためその上は不

30 

明である。頚部文様帯にはLR斜縄文を施文し、

上下の回線の聞を横長の逆S字状沈線で繋いでい

る。沈線は右回りに付けられる。周辺部を精査し

たが掘り込みその他を確認することは出来なかっ

た 。 土旗 5~7 としたが遺構と確定出来なかった

ものが関連するのかもしれない。

鋼さき (第17図、表22) 墓壌外の調査区から別

表のような銅銭が出土し、主なものを図示した。

寛永通宝3、無文銭5、明銭4、元銭l、北宋銭

4などである。寛永通宝は I、E層から出土の、
ーー-‘

新寛永で鉄一文銭もある。江戸時代を通じ松前藩

士平支丈主客ケJD:1iの人々 が夷王山山頂に足を運

んだ時の物であろうか。近世にこの墳墓群に直接

参詣したという記録は今のところ知られていない。

渡来銭等は埋葬時に棺内に埋納するだけではな

く、埋葬時に散銭などが行われたものが移動した

ことによる物であろう。なお、明~北宋銭の分類

比定は銭名と初鋳年によった。

一升瓶他 (第18図) : 18図 2 ~ 6 は調査区南部、

B ~ D . 5区から出土した現代の酒器等である。

6の一升瓶はB.5区溝の覆土上部からの出土で

あるが、 i蒋の埋没過程での投棄によるものと推さ

れる。前述の，55年代以降の夷王山祭りに関連す

るものであろう。
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表22 出土銭一覧表

イ 墓出土銭一覧表

m構番号 銭種(名) 枚数 書体 残存状況 戸-、、 f荷 考 捜~NO

第E地区第123号基 {共武 j宣言雪 l 真書 半 欠 模鋳銭j
永楽通費 真書 19図 l

判読不能 5 半欠3、細片 l 19図 2

鉦 文 4 半欠 1、高田片 2 19図 3

計 11 

~ 1I 地区第124号墓 天聖冗費 l 真書 半 欠

!開寧冗賓 l 主主 書

紹聖冗費 l 家警 半 欠

洪武通費 l 真書

朝鮮通費 l 真書 19図 5

永楽通賓 l 真書 半 欠 19図 4

判読不能 4 半欠2、細片2 小片の lは折重、被熱変形、摩耗

計 10 

rlI地区第126号墓 開冗通賀 I 分格 片

景祐冗貧 l 真書 19図 9

冗豊 7田賀 2 行書 摩耗 19図 8・10

政手口通費 l 分椅 19図 6

皇宋通費 l 分格 19図 7

洪武通費 l 真書 小片x1 

計 7 

第E地区第131号墓 !~，~寧冗賀 l 主E書 19図 11

冗豊通費 2 量定 書 同型 19図 13

7c祐通費 l 主E書 19図 15

皇宋通費 2 真書 同型 19図 14

嘉定通費 l 真省 19図 12

判読不能 3 片 被熱変形

百十 10 

¥4 第E地区第133号墓 口口口賀 1 分椅 ヰ土 欠 被熱変形

判読不能 2 細片 l 被熱変形 19図 16

鑑 文 l 

言十 4 

第E地区第134号基 大観通費 l 真書 19図 17

言十 l 

百十 16稜 43 

口 調査区出土銭一覧表

調 査 区 銭種(名) 枚数 舎{本 残存状況 出土層位 i崩 考 捜図NO
景徳冗 ri l、 真書 19図ー19

(~祐通貨 事E書 Y拘 E 被熱 19図 20

宣和通費 主主 宰

至大通費 真書 ./ Na 2枚重ね 19図 23

i共武通費 2 真書 II 'Na Cru具訴を主 19図 21・24

永楽通費 兵舎 Na 19図 22

口口冗口 家警 片 E 

判読不能 9 半欠2、細片 l 1 ' II ' Na 

無 文 5 / 1 ' II 

言↑ 7種 23νレ
寛永通費 3 真書 1 ' II 1 '新寛永1、鉄一文l 19図 18

計 3 

26 

合計(イ+ロ) 20種 69 内、寛永通費 3
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町出

300凶以下と面積が定められているガイダンス

施設内に展示する墓擦を検出すべく、同面積の発

掘調査区を設定し、調査に着手した/調査区の南

東部に土葬墓である 5号墓が、北西部に火葬の墓

と火葬施設である125、136号墓が検出された 2

レ写 墓標語在ゐ尚道では墓が見つからすえ L主主の
一一ー一検出ね 峰味なため展示社亀会はなしf昇志展

示遺構が両端に離れ、来館者が墳墓群としての纏

まりを体感するのが難しいと恩われたので、調査

区を北東部に拡張し遺構の検出を試みた結果、

390mが調査対象面積となった。

この調査区内には、 1~ 5、14号墓の6基の墳

墓が想定され、標識杭で表示していたが、 2号主主

は前述のように墓ではなく、 4号墓付近では同時

代の柱穴跡が検出されただけであった。なお、 l、

3、5、14号墓は土葬墓であった。

一方、 1号墓の東に126、南西に135，124、134、

西に115、131、北西に136、125、123号墓、 5号

墓の西に127号墓、 14号墓の東に130号墓、調査区

西隅に133号墓が検出され、計16基を数えた。115、

123、125号墓は火葬墓、 131、133、136は火葬施

設であった。なお115号墓は過年度の検出である。

火葬墓としたものは円形の土域内から焼骨や釘、

銅銭なとなが見つかったものであるが、炭や炭化材

など火葬の際に生じたものもあり、土墳の上で火

葬した後に、埋葬したとも推される。一方、火葬

施設としたものは十文字型の浅い溝状の掘り込み

内から焼骨や釘、銅銭なとεが見つかったもので、

炭や炭化材などもある。焼骨が比較的少ないので

拾 (集)骨し、再葬しているかとは推したが、残

存している骨が、その後朽ちて土に返ったものが

ない、その時残った全量とは断定出来ないところ

であり、火葬後にそのままそこで埋葬している可

能性も高い。十文字型の掘り込みは、火葬時に火

の回りをよくするための通風機能を持ち、散見さ

れた杭跡状の小柱穴は、棺などを高く置く支柱と

も思われるので、火葬を目的の第ーにする遺構

(=火葬施設)とはしたが、火葬墓と火葬施設を

全く日Ijの物として厳密に区別するのは無理かもし
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まとめ

れない。一

今年度調資区内から検出した土葬墓は、木棺の

大きさや歯の位置から、屈葬、北頭位の埋葬と推

測される。

火葬、北頭位屈葬などの埋葬状況は、夷王山墳

墓群に通有のものであり、一般に仏教様式、仏教

に帰依した集団の墓とされてきたところである。

ただ、今年度の調査でも火葬墓よりも土葬墓が多

く検出されており、かつて火葬墳墓群と強調され

ていたその特徴は見直すことも必要なようである。

やまぶどうの種子が見つかり、埋葬時期を秋と想

定してみた。墓同士の新|日なども含め更に細部に

留意しながら調査、分析を進めることが必要であ

ることを再認識するところである。

勝山館の時代よりも古い時期の土墳があり、口

縁部を打ち欠いたと思われる縄文土器が一括して

出土するなど、この墳墓群の形成を考える新しい

発見があった。土壊6、7とした物は遺構として

はやや唆昧な捉え方に終わったが、第2号墓標識 ー

杭の下位に位置しており、これが地形に影響して

墳墓と認識し、表示することになったとも考えら

れるところである。まだ例が少なく、偶然、とも恩

われるが今後留意すべきことと恩われる。

事業開始の初期の頃、来訪者が散策路を歩きな

がら、発掘された墳墓などの内部を直に見られる

ようにできないものかと考え、仲野先生にご相談

申し上げたことがあった。

勝山館跡、の整備事業が史跡等活用特別事業 (ふる

さと歴史の広場)に採択され、そのガイダンス施

設の中に墳墓の型取り表示をすることになった。

小さな町の覚束ない試みであり、どれだけ諸先

生や文化庁のご指導や意に沿ったものに出来るか

不安の多いところである。がそれにも況して、こ

こを訪れて下さる人たち、町の皆さんが納得して

下さるような出来上がりを期して、微力ながらも

努めなければならない。多くの皆さんにご指導と

ご鞭援をお願いし、結びとしたい。
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